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プログラム 

 

【製品紹介】14:00-14:10                          

GEヘルスケアファーマ株式会社 

 

【代表世話人挨拶】14:10-14:15                  

札幌医科大学附属病院 原田 耕平 

 

【一般演題】14:15-15:05 

<座長> 倶知安厚生病院  津元 崇弘 

函館五稜郭病院 大須田 恒一 

 

１．CT 装置の消費電力 

札幌医科大学附属病院 小倉 圭史 

 

２．楕円形ファントムを用いた画質評価 

- 線量と再構成法が detectability index に与える影響  

岩手医科大学附属病院 太田 佳孝 

 

３．2 管球 CTを使用したバーチャル胃カメラのための撮像条件の検討  

名古屋市立大学医学部附属みどり市民病院 大橋 一也 

 

４．Dual energy CTより算出した細胞外容積分画と 

ヨード密度値による転移性脊椎腫瘍の定量評価  

 手稲渓仁会病院 中島 広貴 

 

 

【ECR受賞講演】15:05-15:25 

<座長> 手稲渓仁会病院 板谷 春佑 

 

「CO2送気が造影タイミングを変える －術前大腸CTのアップデート－」 

札幌医科大学附属病院 大橋 芳也 
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＝＝＝＝ 休憩 15 分間 ＝＝＝＝＝ 

 

【記念講演】15:40-16:10 

<座長> 札幌柏葉会病院 濵口 直子 

 

「4列CTとの出会いから始まった心臓CT研究の軌跡－」 

華岡青洲記念病院 山口 隆義 

 

【特別講演】 16:10-17:00      

 <座長> 札幌医科大学附属病院 原田 耕平 

 

『CT を測る・創る・観る』 

金沢大学  市川 勝弘 
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市川 勝弘（いちかわ かつひろ） 

金沢大学 医薬保健研究域 保健学系 量子医療技術学講座 教授 

 

履歴 

昭和 58(1983)年 3月 名古屋大学医療技術短期大学部 診療放射線技術学科卒業 

昭和 58(1983)年 4月 名古屋市立大学病院 中央放射線部 就職 

平成 7(1995)年 10月～平成 8年 9月 放送大学教養学部 選科履修生 

平成 9(1997)年１月 保健衛生学士取得（学位授与機構，平成 9年 1月 31日 1281号） 

平成 12(2000)年 4月～平成 16年 3月 岐阜大学工学部 大学院博士後期課程 

平成 16(2004)年 9月 岐阜大学工学研究科にて博士（工学）取得 

平成 18(2006)年 4月 名古屋大学医学部保健学科 講師 

平成 18(2006)年 9月 金沢大学大学院医学系研究科 准教授 

平成 21(2009)年 4月 金沢大学医薬保健研究域 教授 

平成 25(2013)年 9 月～10 月 米国 FDA（食品安全衛生局）Center for Devices and 

Radiological Health, Scientific Visitor 

学会役員 

平成 27年１月～令和 6年 3月 日本 CT技術学会会長 

平成 27年～28年 日本放射線技術学会理事 

令和 6年 4月から 日本放射線技術学会英語論文誌 副編集委員 

 

関連団体役員 

令和 5年 6月～全国診療放射線技師教育施設協議会会長 

 

資格等 

診療放射線技師免許 

情報処理技術者試験第２種 

 

表彰 

1. 日本放射線技術学会 平成5年度 最優秀論文賞  

2. 日本放射線技術学会 平成10年度 学術展示賞 

3. 日本放射線技術学会 平成14年度 研究奨励賞 

4. 日本写真学会 2004年 最優秀論文賞 

5. 医用画像情報学会 2007年 最優秀論文賞 

6. 2011年 日本放射線技術学会総会学術大会 大会長賞 

7. 2017年 日本放射線技術学会秋季学術大会 金賞 

8. 2018年 日本放射線技術学会秋季学術大会 金賞 
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9. 2019年 日本放射線技術学会総会学術大会 Silver award 

10. 2019年度 日本放射線技術学会 学術賞 

11. 2020年 日本放射線技術学会総会学術大会 Silver award 
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一般演題抄録 

 

 

1. CT 装置の消費電力 

○小倉 圭史 1)，長濱 宏史 2)，浅沼 治 1)，虻川 雅基 1)，次木嵩人 1)，早坂駿 1) 

1) 札幌医科大学附属病院 

 2) 札幌医科大学 

 

【目的】臨床で使用されている CT装置の電力消費量を調査し，消費電力削減の可能性

を検討すること． 

【方法】本研究では, ３機種の CT装置 [Aquilion PRIME SP(80 列), Aquilion ONE 

PRISM Edition(320列), Aquilion Precision(160列), Canon]を対象に，CT装置

の動力主電源が供給される共有回路に電力品質アナライザ(POWER QUALITY 

ANALYZER PW319, HIOKI社)を設置し，電力消費量を測定した．測定は，管

電圧(80, 100, 120,135 kV)および mAs値(10 – 600 mAs)を変化させた条件下で

実施した．また，持続的な測定により, 検査時間外（12時間）における電源

ON/ OFF時の電力消費量も記録した．電力データの解析には PQA highview 

pro 9624-50 software (HIOKI社)を用いた． 

【結果】管電圧および mAs値の増加に伴い, 全ての CT装置で電力消費量が増加し, 特に

160列装置では消費量が高い傾向が見られた. 120kV, 500mAs条件下での電力

消費量は, 80列：0.0685 kWh, 320列：0.0733 kWh, 160列：0.0847 kWhであ

った．検査時間外における電源 ON/OFF時の電力消費量は 80列：19.8/ 17.6 

kWh, 320列：38.5/ 17.9 kWh, 160列：62.8/ 17.6 kWhであった． 
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2. 楕円形ファントムを用いた画質評価：線量と再構成法が detectability index

に与える影響 

 

○太田 佳孝 1)，佐藤 和宏 2)，田村 明生 3) 

1) 岩手医科大学附属病院 

2) 北海道科学大学 

3) 岩手医科大学 

 

 

【目的】 成人腹部を想定した楕円形ファントムを用い，線量および画像再構成法の違いが

detectability index: d'に与える影響を評価する． 

【方法】 Catphanに楕円アダプタを装着し，Aquilion ONE Insight edition（キヤノンメ

ディカルシステムズ社）で撮影．腹部条件を想定し，管電流 350 mA（通常線

量・小焦点），120 mA（低線量），焦点サイズ検証用として 360 mA（大焦点）の

3条件とした．投影データから filtered back projection (FBP) と 4種の非線形再

構成画像 (AIDR 3D, FIRST, AiCE, PIQE) を取得．CTP404のアクリルロッド（約

120HU）から task transfer function (TTF) を測定した．また TTF測定画像の差

分画像を作成し，同じ測定位置でnoise power spectrum を測定した．さらにnon-

prewhitening matched filterモデルに基づく d'を算出した． 

【結果】 通常線量（小焦点）の d'は，FBP: 42.1, AIDR 3D: 50.1, FIRST: 40.1, AiCE: 52.3, 

PIQE: 71.3 だった．低線量の d'は，FBP: 25.2, AIDR 3D: 34.3, FIRST: 24.9, 

AiCE: 35.3, PIQE: 45.0だった．大焦点の d'は小焦点と同等であった． 

【結語】 通常・低線量ともに FBP画像を基準とした d'の改善効果は，程度は異なるも

のの PIQEが最も高かった． 
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3. 2 管球 CT を使用したバーチャル胃カメラのための撮像条件の検討 

〇大橋 一也 1)，市川 勝弘 2) 

1) 名古屋市立大学医学部附属みどり市民病院 

2) 金沢大学医薬保健研究域保健学系 

 

【目的】2 管球 CT を用いた高い時間分解能による写実的仮想胃内視鏡画像（photo-

realistic virtual gastroscopy: PRVG）によるバーチャルリアリティのための撮

像条件を検討する． 

【方法】本研究では，シーメンス社製 2 管球 CT SOMATOM Forceを使用し，撮像パ

ラメータを変化させ，オリジナルの人体模擬ファントムおよび軟部組織等価

ロッドを使用し，面内の分解能を円形エッジ法による task transfer function 

(TTF)，体軸方向の分解能を平面エッジ法による TTFz を計測した．さら

に，金属球を使用した振り子法による時間分解能測定，京都科学社製のマー

ゲンファントムを使用した視覚評価および人体模擬ファントムによる液面の

モーションアーチファクトを relative artifact index: AIrにて評価した．  

【結果】面内の 50％TTFは 2管球では turbo flash mode: TF よりも dual power mode: 

DP の方が 50％TTF は低下した．体軸方向の 50%TTFz は 1 管球では回転速

度が早くなる，または PF が高くなると 50%TTFz は低下した．2管球では

DP よりも TF の方が 50％TTFｚは低下し，PF にはあまり影響しなかった．

液面のアーチファクトは PF 2.1 が最も低い AIrとなった． 錫フィルタによる

低線量撮影は標準線量の約 20％であっても差が無かった． 

【結論】PRVGにおける低線量撮影は，錫フィルタを使用した 2 管球 TFによる PF 

2.1，標準線量の 20%が画質と被ばくのバランスが取れた撮像条件となった．

移の新たな診断要素となる可能性がある． 
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4. Dual energy CT より算出した細胞外容積分画とヨード密度値による 

転移性脊椎腫瘍の定量評価 

〇中島 広貴 1)，板谷 春佑 1)，由野 博之 1)，高橋文也 2)，佐藤 和宏 3)，八重樫 祐司 3) 

1) 手稲渓仁会病院 診療技術部 

2) 手稲渓仁会病院 放射線診断科 

3) 北海道科学大学 

【背景・目的】 

国内の新規がん患者は年間 100万人超で増加しており，骨転移の精密評価が求められてい

る．CT は形態評価に有用だが，骨髄病変の定量には限界がある．われわれは Dual-energy 

CT（DECT）におけるVirtual non-Calcium（VNCa）画像の転移性脊椎腫瘍に対する有用性

を報告してきた．本研究では，造影 DECT のヨード密度値および，造影前後データから

算出した Extracellular Volume fraction（ECV）が転移性脊椎腫瘍の定量評価に有用か検証

した． 

 

【方法】 

転移性脊椎腫瘍を疑い造影DECTを施行した 149例を後ろ向きに解析した．確定診断に基

づき，転移巣および正常椎体に関心領域（ROI）を設定し，ヨード密度（μg/cm³）を測

定した．ECV は非造影・平衡相のヨード画像から，腎下極レベル下大静脈を血液プール

参照とし，同日採血のヘマトクリット値を用いて算出した．主要評価項目は転移巣と正

常椎体におけるヨード密度値および ECVであり，対応のある Wilcoxon符号付順位検定を

用いて比較を行った（両側，α=0.05）． 

 

【結果】 

平均のヨード密度値は正常椎体で 207.9 μg/cm³，転移巣 208.1 μg/cm³ で有意差を認めな

かった（p=0.3220）．一方，ECVは正常椎体 0.24に対し転移巣 0.41で有意に高値であった

（p<0.0001）． 

 

【結論】 

転移性脊椎腫瘍では，造影前後データから算出した ECV が正常椎体と明瞭に弁別し，定

量評価指標として有用である可能性が示唆された． 
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北海道ヘリカル CT 研究会 世話人一覧 

代表世話人 

原田 耕平（札幌医科大学附属病院） 

 

舩山 和光（勤医協中央病院） 

高林 健（斗南病院） 

濵口 直子（札幌柏葉会病院） 

佐々木 康二（札幌心臓血管クリニック） 

佐藤 和宏（北海道科学大学） 

板谷 春佑（手稲渓仁会病院） 

大橋 芳也（札幌医科大学附属病院） 

津元 崇弘（倶知安厚生病院） 

大須田 恒一（函館五稜郭病院） 

山口 仰（北海道大学病院） 
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情報交換会（立食形式） 18:00 ～ 

アニマートⅠ・Ⅱ（４F） 

※機器展示も開催いたします（同会場 17:30～） 

出展企業一覧 

キヤノンメディカルシステムズ株式会社 

株式会社根本杏林堂 

アミン株式会社 

株式会社メディカルリーダーズ 

(株)フィリップス・ジャパン 

ＧＥヘルスケア・ジャパン株式会社 

シーメンスヘルスケア株式会社 

富士フィルムメディカル 

PSP 株式会社 

〈順不同〉 


